
関東一円を網羅する大和便を完成して以降、大和運輸は大
和便のさらなる整備・拡張に力を注いでいった。同時に、戦
時体制が強化され、トラック運送事業者

者 ク

�制、化化 者 ト者化�し、関東地方の統合主体会社として首都圏の運送会社を

相次いで買収して業容を拡大していった。しかし、戦局の緊
迫化に伴い大和便は事業の縮小を余儀なくされ、 1945
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働していた大和便業務を除いたすべての人員と車両を同隊に移し、井之頭
公園（現・三鷹市、武蔵野市）に事務所、修理工場、宿舎などを急設して移
転した。
飛行機工場の疎開先は浅川（現・八王子市）の山中で、航空機用の工作機
械4,000基を主体とする運送作業は予定どおり1945年5月に終了したが、大
和運輸はそのまま残され、その後も同所における重要物資の輸送を行った。

本通運に合併し、その車両を小運送に従属させる」ようにとの、思いもよら
ぬ勧奨を受けたのである。創業以来、大和運輸の経営に精魂を傾けてきた
小倉康臣専務は、いくら国家の要請とはいえ、この勧奨に従うことはでき
なかった。もともと日本通運の資本の導入は、大和運輸の利益のためでは
なく、国策に基づきトラック事業合同のために行ったものであり、小運送
とは次元が異なるものであった。そこで小倉専務は、日本通運との「覚書」
の条文に基づき運輸通信省に再考を促すとともに、トラック運送事業に専
心する自らの信念を




